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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムの動作モードをディスプレーす
る方法において、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードをディスプレーするためのディスプレー命
令を受信するステップと、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードを判別するステップと、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードが記録モードである場合、前記ＴＶ映像信
号の画質情報及びチャネル情報を表示するステップと、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードを記録モードに表示するステップと、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードがタイムシフトモードである場合、前記映
像記録及び再生システムの記録媒体のファイル格納領域の総容量及び現在使用可能な容量
を表示するステップと、
　前記記録媒体の仮格納領域であり、前記タイムシフトモード時の映像信号を一時保存す
る仮格納領域の総容量及び現在使用可能な容量をバイト数あるいは時間情報に表示するス
テップと、
を含むことを特徴とする映像記録／再生システムの動作モードをディスプレーする方法。
【請求項２】
　前記画質情報は現在にディスプレーされる映像画質に関する情報であり、
　前記チャネル情報は現在にディスプレーされる映像の放送チャネル情報であることを特
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徴とする請求項１に記載の映像記録／再生システムの動作モードをディスプレーする方法
。
【請求項３】
　前記映像記録及び再生システムの動作モードがタイムシフトモードである場合、
　前記映像信号の画質情報及びチャネル情報を表示するステップと、
　前記映像記録及び再生システムに連結可能な機器連結情報を表示するステップと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の映像記録／再生システムの動作モードをディス
プレーする方法。
【請求項４】
　前記機器連結情報は、放送受信機、ＤＶＤプレーヤー、ＵＳＢバス、及び着脱式格納媒
体であることを特徴とする請求項３に記載の映像記録／再生システムの動作モードをディ
スプレーする方法。
【請求項５】
　前記映像記録及び再生システムの動作モードが再生モードである場合、
前記映像信号の画質情報及びファイル情報を表示するステップと、
　前記映像記録及び再生システムの動作モードを再生モードに表示するステップと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の映像記録／再生システムの動作モードをディス
プレーする方法。
【請求項６】
　前記画質情報は現在に再生される映像画質に関する情報であり、
　前記ファイル情報は現在に再生されるファイルのファイル情報であることを特徴とする
請求項５に記載の映像記録／再生システムの動作モードをディスプレーする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、映像記録／再生システムの記録媒体、映像記録／再生システム、映像記録／再
生システムのモード設定方法、及び、そのディスプレー方法に関し、より詳しくは、現在
の記録媒体の使用現況をディスプレーする機能を提供する映像記録／再生システムの記録
媒体、映像記録／再生システム、映像記録／再生システムのモード設定方法、及び、その
ディスプレー方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像記録／再生装置とは、放送信号のように外部から入力される映像信号を記録し、後
で記録された映像を再生できる装置をいい、代表的なものとして、ＶＣＲが挙げられる。
【０００３】
　最近では、映像記録／再生装置にＤＶＤ－ＲＷ(ディジタルビデオディスクリライタブ
ル)とハードディスクドライブ（ＨＤＤ）を内蔵した製品が登場した。ＨＤＤとＤＶＤは
、ビデオテープより相対的に高容量であるため、より多量の映像を高画質で格納できる。
また、ＨＤＤとＤＶＤには映像がファイルの型式で記録されるため、記録された映像を検
索するに当たってビデオテープより高速で検索を行うことができる。従って、その需要が
増加しつつある。
【０００４】
　しかし、ＨＤＤとＤＶＤのように大容量の記録媒体の場合でも格納されるデータの容量
には限界があることから、格納空間を効率よく活用するのが必要である。このためには、
ユーザが現在の記録媒体の使用現況を容易に把握できるようにする機能を提供するシステ
ムが要求される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前記のような問題点を解決するために案出されたものであって、その目的は



(3) JP 4615551 B2 2011.1.19

10

20

30

40

50

、現在の記録媒体の使用現況をディスプレーする機能を提供する映像記録／再生システム
の記録媒体、映像記録／再生システム、映像記録／再生システムのモード設定方法、及び
、そのディスプレー方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　参考例は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムの記録媒体において
、前記映像信号が一時的に格納される一時格納領域と、前記映像信号がファイル情報とし
て格納されるファイル格納領域と、前記ファイル格納領域に格納された映像信号のファイ
ル情報を記録するファイル情報格納領域と、を含み、前記一時格納領域の格納容量は変更
できることを特徴とする。
 
【０００７】
　また、参考例は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムにおいて、外
部映像信号ソースから生成された映像信号を受信する入力端子部と、前記映像信号をファ
イル情報として記録するための第１記録媒体と、前記映像信号をファイル情報として記録
するための第２記録媒体と、前記第１記録媒体に保存されたファイルを前記第２記録媒体
に格納、あるいは第２記録媒体に記録されたファイルを前記第１記録媒体に格納するよう
制御する制御部と、を含むことを特徴とする。前記第１記録媒体はＨＤＤであり、前記第
２記録媒体は光記録媒体であることを特徴とする。
 
【０００８】
　さらに、参考例は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムにおいて、
外部映像信号ソースから生成されたアナログビデオ信号を受信するビデオ入力端子部と、
前記外部映像信号ソースから生成されたアナログオーディオ信号を受信するオーディオ入
力端子部と、前記アナログビデオ信号をデジタルビデオ信号に切替えるビデオデコーダと
、前記アナログオーディオ信号をデジタルオーディオ信号に切替えるオーディオＡ／Ｄ切
替部と、前記デジタルビデオ信号と前記デジタルオーディオ信号をＭＰＥＧエンコーディ
ングするＭＰＥＧエンコーダと、前記ＭＰＥＧエンコーディングされたデータをファイル
情報として格納する記録媒体と、前記記録媒体に格納されたＭＰＥＧエンコーディングさ
れたファイルをＭＥＰＧデコーディングしてデジタルビデオ信号とオーディオ信号に出力
するＭＰＥＧデコーダと、前記デジタルビデオ信号をアナログビデオ信号に切替えるビデ
オエンコーダと、前記デジタルオーディオ信号をアナログオーディオ信号に切替えるオー
ディオＤ／Ａ切替部と、前記アナログビデオ信号を出力するビデオ出力端子と、前記アナ
ログオーディオ信号を出力するオーディオ出力端子と、を含むことを特徴とする。
 
【０００９】
　また、参考例は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムにおいて、前
記映像信号ソースから生成された映像信号を受信する入力端子部と、前記映像信号をファ
イル情報として記録するための記録媒体と、前記映像信号を外部機器に出力する出力部と
、前記映像信号をタイムシフトして前記外部機器に出力するためのタイムシフトモード、
前記外部映像信号ソースから入力された映像信号を前記外部機器に出力すると同時に、前
記記録媒体に記録する記録モード及び前記記録媒体に記録された映像信号を前記外部機器
に出力するための再生モードのいずれか１つのモードを選択するための選択部と、
を含むことを特徴とする。
【００１０】
　また、参考例は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムのモード設定
方法において、前記映像信号をタイムシフトして前記外部機器に出力するためのタイムシ
フトモードと、前記外部映像信号ソースから入力された映像信号を前記外部機器に出力す
ると同時に記録媒体に記録する記録モードと、前記記録媒体に記録された映像信号を前記
外部機器に出力するための再生モードと、のいずれか１つを設定できることを特徴とする
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。
【００１１】
　また、本発明は、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムの動作モード
をディスプレーする方法において、前記映像記録及び再生システムの動作モードをディス
プレーするためのディスプレー命令を受信するステップと、前記映像記録及び再生システ
ムの動作モードを判別するステップと、前記映像記録及び再生システムの動作モードが記
録モードである場合、前記ＴＶ映像信号の画質情報及びチャネル情報を表示するステップ
と、前記映像記録及び再生システムの動作モードを記録モードに表示するステップと、
を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、映像信号を記録及び再生できる映像記録／再生システムの動作モード
をディスプレーする方法において、前記映像記録及び再生システムの動作モードをディス
プレーするためのディスプレー命令を受信するステップと、前記映像記録及び再生システ
ムの動作モードを判別するステップと、前記映像記録及び再生システムの動作モードが記
録モードである場合、前記ＴＶ映像信号の画質情報及びチャネル情報を表示するステップ
と、前記映像記録及び再生システムの動作モードを記録モードに表示するステップと、を
含むことを特徴とする映像記録／再生システムの動作モードをディスプレーすることによ
り、動作モードに応じて、ユーザが現在の記録媒体の使用現況をより容易に視覚的に把握
できるようになるため、これに基づいて記録媒体の格納空間をより効率的に使用できる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下では図面を参照して本発明を詳しく説明する。
以下、図面を参照して本発明をより詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の一実施例に係る映像記録／再生システムの説明に供される図である。
【００１５】
　図１を参照すると、映像記録／再生装置１００は、ディスプレー装置であるテレビ３０
０に伝送ケーブル４００を介して接続されている。映像記録／再生装置１００は、外部入
力装置であるリモコン２００から受信した信号を処理し、表示情報をテレビ３００に伝送
する。
【００１６】
　図２は、図１の映像記録／再生装置の一実施例に係るブロック図である。
【００１７】
　図２を参照すると、映像記録／再生装置は、入／出力端子部１１０、ビデオデコーダ１
２１、オーディオＡ／Ｄ変換部１２３、オーディオＤ／Ａ変換部１２５、ビデオエンコー
ダ１２７、ＭＰＥＧエンコーダ１４１、ＨＤＤ１５１、ディスクプレーヤー１５５、主制
御部１６０、およびキー入力部１７１を具備する。
【００１８】
　前記入／出力端子部１１０は、様々な映像信号ソースから生成された信号を受信し、受
信した信号およびＨＤＤ１５１とディスクプレーヤー１５５から再生された信号が出力で
きるようになっている。
【００１９】
　前記入／出力端子部１１０には、ビデオ入力端子１１１、オーディオ入力端子１１３、
オーディオ出力端子１１５、ビデオ出力端子１１７が設けられている。
【００２０】
　前記ビデオデコーダ１２１は、ビデオ入力端子１１１を介して入力されるアナログビデ
オ信号をデジタルビデオ信号に変換してＭＰＥＧエンコーダ１４１に出力する。そして、
オーディオＡ／Ｄ変換部１２３は、オーディオ入力端子１１３を介して入力されるアナロ



(5) JP 4615551 B2 2011.1.19

10

20

30

40

50

グオーディオ信号をデジタルオーディオ信号に変換してＭＰＥＧエンコーダ１４１に出力
する。
【００２１】
　前記ＭＰＥＧエンコーダ１４１は、デジタルビデオ信号とデジタルオーディオ信号をそ
れぞれ設定された圧縮フォーマット方式でエンコードしてファイル形態にてＨＤＤ１５１
に格納する。第１のＳＤＲＡＭ１４３は、ＭＰＥＧエンコーダ１４１でエンコードされた
データが仮記録される所定のバッファである。
【００２２】
　前記データ管理部１５３は、ＨＤＤ１５１およびディスクプレーヤー１５５に記録され
たファイルの再生および記録に対する管理を行う。即ち、データ管理部１５３は、ディス
クプレーヤー１５５に記録されたファイルのＨＤＤ１５１への格納、または、ＨＤＤ１５
１に記録されたファイルのディスクプレーヤー１５５への格納、およびＭＰＥＧエンコー
ダ１４１でエンコードされたファイルのＨＤＤ１５１への格納を主制御部１６１の制御に
より管理する。
【００２３】
　図３に示すように、ＨＤＤ１５１は、３つの格納領域１５１ａ、１５１ｂ、１５１ｃに
分けることができる。仮格納領域１５１ｃは、ＭＰＥＧエンコーダ１４１から出力される
映像データが仮格納される空間である。従って、仮格納領域１５１ｃは、ＨＤＤ１５１の
一部分をバッファとして使用するために設けられた格納領域と言える。一方、ＨＤＤ１５
１の一部分をバッファとして割り当てずに別のバッファを設けることも可能である。
【００２４】
　前記仮格納領域１５１ｃの容量は、ユーザの選択によって変わり得る。そして、仮格納
領域１５１ｃへの映像データの格納が続けられ、格納可能な空間が残っていないと、先に
入力された映像データから順に削除され、それと同時に新しい映像データが格納される。
【００２５】
　前記ファイル格納領域１５１ａには、ユーザが記録を所望する映像データがファイル型
式で格納される。即ち、ユーザが映像を視聴しながら記録命令をすれば、データ管理部１
５３は、仮格納領域１５１ｃに仮格納された映像データをファイル格納領域１５１ａに格
納する。ファイル格納領域１５１ａの全ての格納空間がいっぱいになると、更なる映像デ
ータの格納が不可能であり、先に格納された映像データが削除されないという点で仮格納
領域１５１ｃと相違している。
【００２６】
　前記ファイル情報格納領域１５１ｂには、ファイル格納領域１５１ａに格納されたファ
イルに関する情報が別に記録され、ファイル情報には、ファイルの題目、長さ、格納日付
、画質等が挙げられる。
【００２７】
　一方、本実施例では、ＭＰＥＧエンコーダ１４１から出力される映像データが格納され
る記録媒体としてＨＤＤ１５１を例で説明したが、これは、一例にすぎない。従って、半
導体メモリー、光記録媒体、磁気記録媒体のようにデータを格納できる記録媒体であれば
、いずれもＨＤＤ１５１に代わって使用できる。
【００２８】
　前記主制御部１６０は、ＣＰＵ(中央処理装置)１６１、ＭＰＥＧ方式で圧縮されたファ
イルをデコードするＭＰＥＧデコーダ１６３、およびメニュー画面、表示文字に対応する
データを生成するＯＳＤ部（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｕｎｉｔ）１６５が
統合されて単一のチップ形態をなすＩＣからなる。ＭＰＥＧデコーダ１６３とＯＳＤ部１
６５とは、別のチップに分離されて主制御部１６０に接続できることはいうまでもない。
フラッシュメモリ１６９には、主制御部１６０の機能の実行に関連する各種のプログラム
が記録されている。
【００２９】
　前記ＭＰＥＧデコーダ１６３は、ＨＤＤ１５１およびディスクプレーヤー１５５に格納
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されたＭＰＥＧ方式で圧縮されたデータをデコードし、デジタルビデオ信号とデジタルオ
ーディオ信号とにそれぞれ復元して出力する。
【００３０】
　ビデオエンコーダ１２７は、ＭＰＥＧデコーダ１６３から入力されたデジタルビデオ信
号をエンコードし、アナログビデオ信号に変換してビデオ出力端子１１７に出力し、オー
ディオＤ／Ａ変換部１２５は、ＭＰＥＧデコーダ１６３から入力されたデジタルオーディ
オ信号をアナログオーディオ信号に変換してオーディオ出力端子１１５に出力する。
【００３１】
　出力されたアナログビデオ信号は、ＴＶやモニター等のようなディスプレー装置に伝送
されてディスプレーされ、出力されたアナログオーディオ信号は、スピーカー等に伝送さ
れて再生される。
【００３２】
　前記キー入力部１７１は、映像記録／再生装置１００の前面部に設けられ、ユーザの操
作命令を入力されて主制御部１８０に伝達する。また、受光部１９１は、リモコン２００
から送出されたユーザ操作信号を受信して主制御部１８０に出力する。 
前記映像記録／再生システムは、ユーザの選択によってタイムシフト（Ｔｉｍｅ－Ｓｈｉ
ｆｔ）モード、記録モード、および再生モードのいずれかのモードで動作するが、ここで
、ユーザは、キー入力部１７１、或いはリモコン２００を利用していずれかのモードを設
定できる。
【００３３】
　以下、上述した三つのモードの映像記録／再生システムでの実行方式について説明する
。
【００３４】
　１．タイムシフトモードは、外部から入力される映像信号をテレビ３００にディスプレ
ーすることにより、ユーザが映像を直ぐ視聴できるように動作するモードである。ここで
、入力される映像信号は、ユーザが選局した放送信号、または、映像記録／再生装置１０
０の入力端子１１１、１１３に接続された別の外部機器から出力される映像信号であって
もよい。
【００３５】
　ビデオ／オーディオ入力端子１１１、１１３を介して入力されるビデオ／オーディオ信
号が、アナログ信号である場合には、ビデオデコーダ１２１とオーディオＡ／Ｄ変換部１
２３でディジタル信号にそれぞれ変換され、ＭＰＥＧエンコーダ１４１では、ディジタル
信号がＭＰＥＧフォーマットのデータで圧縮される。
【００３６】
　圧縮された映像データは、まずＨＤＤ１５１の仮格納領域１５１ｃに格納される。デー
タ管理部１５３は、仮格納領域１５１ｃに格納された圧縮映像データを取り出してＭＰＥ
Ｇデコーダ１６３に印加する。以後、圧縮映像データは、ＭＰＥＧデコーダ１６３で解凍
された後、ビデオエンコーダ１２７およびオーディオＤ／Ａ変換部１２５でアナログ信号
に変換される。変換されたアナログ信号は、オーディオ／ビデオ出力端子１１５、１１７
を介してテレビ３００に伝送されてディスプレーされ、ユーザは、これを視聴できる。
【００３７】
　一方、ユーザは、映像記録／再生装置１００を介して放送を視聴する場合には、テレビ
３００にディスプレーされる映像を一時停止Ｐしたり、高速後進（ＲＥＷ）および高速前
進（ＦＦ）したりすることが可能であるが、これは、映像記録／再生装置１００に入力さ
れる放送信号がＨＤＤ１５１の仮格納領域１５１ｃに所定の時間分量だけ格納されるため
可能になるのである。従って、ユーザが、放送を高速後進（ＲＥＷ）または高速前進（Ｆ
Ｆ）できる範囲は、仮格納領域１５１ｃに格納されている映像の範囲内になる。ゆえに、
ユーザは、テレビ放送を視聴する場合でも、ビデオテープやＤＶＤを再生する時に使用可
能な高速探索や一時停止の機能が使用できるようになる。
【００３８】
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　２.記録モードは、外部から入力される映像信号をテレビ３００にディスプレーすると
共に、その映像信号がＨＤＤ１５１に格納されるように動作するモードである。記録モー
ドは、ユーザがキー入力部１７１、或いはリモコン２００のＲＥＣボタンを押すことで開
始される。記録モードが開始すると、ＣＰＵ１６１は、データ管理部１５３を制御し、現
在にディスプレーされている映像をＨＤＤ１５１に格納させる。データ管理部１５３は、
仮格納領域１５１ｃから現在にディスプレーされている映像のフレームに関する映像デー
タとその後に格納される映像データを取り出してファイル格納領域１５１ａに格納させる
が、この過程は、ユーザから記録停止命令があるまで続けられる。また、ファイル情報格
納領域１５１ｂには、ファイルの題目、長さ、格納日付、画質等のようなファイル情報が
別に格納される。
【００３９】
　一方、ＣＰＵ１６１は、ＨＤＤ１５１の格納空間が所定の容量以上にデータで格納され
ると(例えば、ＨＤＤ１５１の総格納容量の９０％)、警告メッセージを出力して、それを
ユーザに知らせることもできるが、その方法としては、テレビ３００の画面に警告文字を
表示したり、テレビ３００のスピーカーから警告音を発したりする方法等が挙げられる。
【００４０】
　また、映像記録／再生システムは、ある放送信号をディスプレーしながら、これと同時
にまた他の放送信号がＨＤＤ１５１に格納されるように動作することもできる。この場合
、入力されたディスプレー対象の放送信号は、仮格納領域１５１ｃに格納された後、デー
タ管理部１５３を介してＭＰＥＧデコーダ１６３に出力され、最終的にテレビ３００にデ
ィスプレーされる。そして、これと同時に記録対象の放送信号は、ＭＰＥＧエンコーダ１
４１で圧縮された後、ファイル格納領域１５１ａに格納される。
【００４１】
　３.再生モードは、ＨＤＤ１５１、またはディスクプレーヤー１５５に記録されている
映像データをテレビ３００にディスプレーすることにより、ユーザが映像を視聴できるよ
うに動作するモードである。再生モードにおいてＣＰＵ１６１は、データ管理部１５３を
制御してＨＤＤ１５１、またはディスクプレーヤー１５５に記録されている映像データが
ＭＰＥＧデコーダ１６３に出力されるようにする。ＭＰＥＧデコーダ１６３で解凍したオ
ーディオ／ビデオ信号は、それぞれオーディオＤ／Ａ変換部１２５およびビデオエンコー
ダ１２７でアナログ信号に変換され、オーディオ／ビデオ出力端子１１５、１１７を介し
てテレビ３００に伝送される。
【００４２】
　一方、ユーザは、ディスプレーされる映像を視聴する他、現在の映像記録／再生システ
ムの動作モードおよび現在にディスプレーされている映像に関する情報を要求することが
できる。これは、ユーザがキー入力部１７１、或いはリモコン２００に設けられているデ
ィスプレーボタン(図示せず)を押せば、映像記録／再生装置が、現在の動作モードおよび
映像に関する情報をテレビ３００にＯＳＤ型式でディスプレーすることで行われる。
【００４３】
　即ち、ユーザがキー入力部１７１、或いはリモコン２００を利用してディスプレー命令
を入力すれば、前記命令はＣＰＵ１６１に伝達される。但し、リモコン２００を介してデ
ィスプレー命令を入力した場合には、リモコン２００の出力信号を入力された受光部１７
３を介して前記命令がＣＰＵ１６１に入力される。
【００４４】
　ＣＰＵ１６１がディスプレー命令を受信すれば、まず、映像記録／再生システムが現在
いずれのモードで動作しているかを判断する。これは、ユーザに提供すべき情報が映像記
録／再生システムの動作モードによって異なるためである。例えば、映像記録／再生シス
テムがＨＤＤ１５１に記録されたファイルを再生する再生モードで動作する場合には、Ｈ
ＤＤ１５１の仮格納領域１５１ｃが使用されないが、この場合、仮格納領域１５１ｃに関
する情報は、ユーザにとって無益な情報になり、これをディスプレーすれば、逆に、ユー
ザが視聴できる映像の相当を遮るという結果をもたらすためである。
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【００４５】
　ＣＰＵ１６１は、判断された動作モードに基づいて、それぞれの動作モードにおいてユ
ーザにとって有益な情報を、データ管理部１５３を介してＨＤＤ１５１から取り出す。こ
こで、取り出される情報には、ＨＤＤ１５１の使用現況としての現在にＨＤＤ１５１に格
納された映像データの容量および今後ＨＤＤ１５１に格納可能な映像データの容量が含ま
れる。また、ファイル情報格納領域１５１ｂに記録されたデータから現在にディスプレー
されているファイルの題目、長さ、格納日付、画質等に関する情報も取り出される。
【００４６】
　以下、前述した三つの動作モードによってディスプレーされる情報およびその方式につ
いて、図４Ａないし図４Ｃを参照して説明する。
【００４７】
　図４Ａには、タイムシフトモードでユーザのディスプレー命令を行った結果をディスプ
レーする画面を示す図である。図４Ａを参照すれば、画面上段には、接続機器情報３１１
、画質情報３１３、およびチャンネル情報３１５が表示され、画面中段の右側には、ＨＤ
Ｄ使用現況３２０が表示され、画面下段には、バッファの役割を果たすＨＤＤ１５１の仮
格納領域１５１ｃの使用現況(以下、‘バッファ使用現況３３０'と称す)が表示される。
【００４８】
　接続機器情報３１１は、現在に映像記録／再生装置１００の内部に組み込まれている、
或いは入力端子１１１、１１３を介して接続されている機器を示す。ユーザは、接続機器
情報３１１に示されている機器を参照していずれかを選択できるし、選択された機器から
入力される映像信号がディスプレーされる。図４Ａには、現在に映像記録／再生装置１０
０に組み込まれている、或いは接続されている機器として放送受信機、ＤＶＤプレーヤー
、ＵＳＢ、およびメモリースティック（ＭＳ）が表示されている。
【００４９】
前記画質情報３１３には、現在にディスプレーされている映像の画質等級としてＳＨＱ、
ＨＱ、ＳＱのうちの該当する等級が表示され、図４Ａには、現在にディスプレーされる映
像の画質として‘ＳＱ'が表示されている。
【００５０】
　前記チャンネル情報３１５には、現在に入力される映像信号が放送信号である場合、ユ
ーザが選局な放送チャンネルが表示され、図４Ａには、現在にディスプレーされる映像の
放送チャンネル情報として‘ＣＨ１１’が表示されている。
【００５１】
　前記ＨＤＤ使用現況３２０には、現在のＨＤＤ１５１のファイル格納領域１５１Ａａの
使用程度が表示される。即ち、ファイル格納領域１５１ａに既に格納された映像データの
容量と今後格納できる映像データの容量をそれぞれ異なる色で表示する。図４Ａには、ユ
ーザに視覚的な効果を提供するために、ＨＤＤ１５１を円筒に対応させ、格納された映像
データの容量と今後格納できる映像データの容量をそれぞれ異なる色で円筒内に区分して
表示した。しかし、これは一例に過ぎなく、ＨＤＤ使用現況３２０を表示する方法として
直線状のゲージバーや円形状で表示する方法を使用することもできる。
【００５２】
　また、ＨＤＤ使用現況３２０には、ファイル格納領域１５１ａの総容量と現在に使用さ
れていない格納空間の容量が所定の数値として表示される。所定の数値としてデータの容
量の大きさを示す単位であるバイトが使用できることはいうまでもない。しかし、バイト
単位で表示すれば、ユーザはこれからどの位の量の映像が格納できるのか認識し難い。そ
れだけではなく、同じ長さの映像であっても画質の等級によって映像データの大きさは異
なり、詳述すれば、より鮮明な画質であるほど映像データの容量はより大きくなる。これ
は、ユーザをして現在に残っている格納空間にどの位多くの量の映像データが格納できる
かの予測を難しくする要因になる。従って、本実施例では、ファイル格納領域１５１ａの
総容量と現在に使用されていない格納空間の容量を表示するに当たって時間の単位を使用
する。即ち、現在にディスプレーされている映像の画質を基準にするとき、ファイル格納
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領域１５１ａに最大に格納できる映像の時間を総容量で表示し、残っている格納空間に格
納できる映像の時間を残量で表示する。図４Ａには、現在にディスプレーされている映像
の画質である‘ＳＱ’等級でファイル格納領域１５１ａには最大２０時間分量の映像が格
納できることを意味する‘Ｔｏｔａｌ：２０Ｈｒ’と、‘ＳＱ’等級で映像データを格納
する時、今後１２時間３０分の分量の映像をさらに格納できることを意味する‘Ｆｒｅｅ
　Ｔｉｍｅ：１２Ｈｒ３０Ｍｉｎ’が表示されている。
【００５３】
　前記バッファ使用現況３３０には、仮格納領域１５１ｃの総容量と現在に使用されてい
ない格納空間の容量が所定の数値で表示される。所定の数値としてバイト単位を使用する
こともできるが、前述した理由から時間の単位を使用するのが望ましい。図４Ａには、現
在にディスプレーされている映像の画質である‘ＳＱ’等級で仮格納領域１５１ｃには最
大に２時間分量の映像が格納できることを意味する‘２Ｈｒ’と、仮格納領域１５１ｃの
空いている容量が１時間３０分であることを意味する‘１Ｈｒ３０Ｍｉｎ’が表示されて
いる。一方、バッファ使用現況３３０のゲージバーには、位置表示ブロックが表示され、
これは、現在にディスプレーされているフレームの仮格納領域１５１ｃ上の位置を表示す
る。図４Ａには、現在に入力されている放送信号がリアルタイムでディスプレーされてい
ることを示した。しかし、ユーザが、一時停止Ｐ命令をすれば、位置表示ブロックは停止
するものの、仮格納領域１５１ｃには、継続して放送信号が格納されるため、ゲージバー
は徐々に右側に移動する。そして、ユーザが高速後進（ＲＥＷ）命令をすれば、位置表示
ブロックは左側に移動しながら以前に既にディスプレーされた映像が逆にディスプレーさ
れ、高速前進（ＦＦ）命令をすれば、その逆の動作をする。
【００５４】
　図４Ｂは、記録モードでユーザのディスプレー命令を行った結果をディスプレーする画
面を示す図である。図４Ｂを参照すると、画面上段には、現在のモード３４１、画質情報
３４３、およびチャンネル情報３４５が表示され、画面中段の右側には、ＨＤＤ使用現況
３５０が表示される。
【００５５】
　現在のモード３４１には、現在の動作モードを示す情報として‘ＲＥＣＯＲＤ’が表示
される。そして、画質情報３４３には、現在にディスプレーされている映像がいずれの等
級の画質で格納されるのかを表示する。画質等級には、ＳＨＱ、ＨＱ、ＳＱがあり、解像
度の高い映像データは高画質の映像を提供するが、データの容量が増加するという短所が
あるため、ユーザをして両条件を比較し、いずれの等級で映像を格納するかを選択できる
ようにしたものである。
【００５６】
　また、チャンネル情報３４５とＨＤＤ使用現況３５０は、前述したタイムシフトモード
の場合と同一であるため、省略することにする。なお、記録モードでは、ファイル格納領
域１５１ａに継続して映像データが格納するため、ＨＤＤ使用現況３５０は、リアルタイ
ムで変更されて表示される。
【００５７】
　図４Ｃは、再生モードでユーザのディスプレー命令を行った結果をディスプレーした画
面を示す図である。図４Ｃを参照すれば、画面上段には、現在のモード３６１、画質情報
３６３、およびファイル題目３６５が表示され、画面中段の右側には、ＨＤＤ使用現況３
７０が表示され、画面下段には、現在に再生されているファイル情報３８０が表示される
。
【００５８】
　現在のモード３６１には、現在の動作モードを示す情報として‘ＰＬＡＹ’が表示され
る。そして、画質情報３４３には、現在に再生されている映像の画質等級が表示される。
【００５９】
　ファイル題目３６５は、再生されるファイルの題目を意味し、記録時にユーザによって
入力される。図４Ｃには、再生されるファイルの題目として‘ＣＦ１’が表示されている
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。そして、ＨＤＤ使用現況３７０は、前述したタイムシフトモードと同一である。従って
、ＨＤＤ使用現況３７０には、現在のＨＤＤ１５１のファイル格納領域１５１ａの使用程
度が表示され、ファイル格納領域１５１ａに既に格納された映像データの容量と今後格納
できる映像データの容量をそれぞれ異なる色で表示する。この場合でも、ＨＤＤ使用現況
３７０を円筒、直線、円形の型式等で表示することができる。また、ファイル格納領域１
５１ａの総容量と現在に使用されていない格納空間の容量を表示するのに当たって、デー
タ容量の単位であるバイトの他、時間の単位が使用できることはいうまでもない。
【００６０】
　前記ファイル情報３８０には、再生されているファイルに関する情報を表示する。ファ
イル情報としてファイル名と画質が表示され、ファイルの総長さが時間で表示される。ま
た、ファイル情報には、ファイルの総長さをバー形態で表示し、その上を移動する再生位
置表示ブロックが表示されているが、この再生位置表示ブロックは、現在に再生されてい
るフレームがファイルのどの地点であるかを示す。これにより、ユーザは、現在のファイ
ル再生の進み度合いが分かり、これから再生されるファイルの残っている分量が分かる。
また、ユーザが高速前進／後進(ＦＦ／ＲＥＷ)命令をすれば、再生位置表示ブロックがそ
れに対応して移動される。また、ファイル情報３８０に表示されたファイルの総長さを時
間でない、データ容量の大きさを示す単位であるバイトで示すことができることはいうま
でもない。
【００６１】
　図５は、本発明に係る記録媒体の使用現況をディスプレーする方法の説明に供されるフ
ローチャートである。ユーザが現在の映像記録／再生システムの動作モードおよび現在に
ディスプレーされている映像に関する情報を提供されようとすれば、キー入力部１７１、
或いはリモコン２００に設けられているディスプレーボタン（図示せず）を押してディス
プレー命令を入力する必要があり、ディスプレー命令の入力によってディスプレー動作が
開始する（Ｓ５０１）。
【００６２】
　ユーザが入力したディスプレー命令は、ＣＰＵ１６１に伝達され、ディスプレー命令を
受信したＣＰＵ１６１は、まず、映像記録／再生システムが現在いずれのモードで動作し
ているかを判断する（Ｓ５０３）。これは、ユーザに提供すべき情報が、映像記録／再生
システムの動作モードによって異なるためである。
【００６３】
　現在の動作モードをタイムシフトモードであると判断すると（Ｓ５１０）、ＣＰＵ１６
１はＨＤＤ使用現況を算出する。詳述すれば、現在のＨＤＤ１５１のファイル格納領域１
５１ａに格納された映像データの容量と今後さらに格納できる映像データの容量を算出す
る（Ｓ５１１）。
【００６４】
　そして、前記ＣＰＵ１６１は、バッファ使用現況を算出する。詳述すれば、ＨＤＤ１５
１の仮格納領域１５１ｃの総容量、現在の格納された映像データの容量、および使用され
ていない格納空間の容量を算出する（Ｓ５１３）。
【００６５】
　また、ＣＰＵ１６１は、接続機器情報、画質情報、およびチャンネル情報を取り出す（
Ｓ５１５）。
【００６６】
　最後に、ＣＰＵ１６１は、Ｓ５１１ないしＳ５１５段階で算出、或いは取り出した情報
をＯＳＤ部１６５に伝達し、ＯＳＤ部１６５は、伝達された情報を示すことができる文字
、数字、図形等に対応する信号を生成し、生成した信号は、ビデオエンコーダ１２７およ
びビデオ出力端子１１７を介してテレビ３００に伝送されてディスプレーされる（Ｓ５１
７）。ディスプレーされる情報には、接続機器情報、画質情報、チャンネル情報、ＨＤＤ
使用現況、およびバッファ使用現況等がある。
【００６７】
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　現在の動作モードを記録モードであると判断すると（Ｓ５２０）、ＣＰＵ１６１は、Ｈ
ＤＤ使用現況を算出し（Ｓ５２１）、画質情報およびチャンネル情報を取り出す（Ｓ５２
３）。そして、ＣＰＵ１６１がＳ５２１およびＳ５２３段階で算出、或いは取り出した情
報はテレビ３００に伝送されてディスプレーされる（Ｓ５２５）。これに対する具体的な
動作の説明は、タイムシフトモードと同一であるため省略する。ディスプレーされる情報
には、現在のモード、画質情報、チャンネル情報、およびＨＤＤ使用現況等がある。
【００６８】
　一方、現在の動作モードを再生モードであると判断すると（Ｓ５２０）、ＣＰＵ１６１
は、ＨＤＤ使用現況を算出し（Ｓ５３１）、画質情報、ファイル題目、およびファイル情
報を取り出す（Ｓ５３３）。また、ＣＰＵ１６１は、現在に再生されているフレームがフ
ァイルのどの地点に位置するかを算出する（Ｓ５３５）。ＣＰＵ１６１がＳ５３１ないし
Ｓ５３５段階で算出、或いは取り出した情報はテレビ３００に伝送されてディスプレーさ
れる（Ｓ５３７）。これに対する具体的な動作の説明は、タイムシフトモードと同一であ
るため省略することにする。ディスプレーされる情報には、現在のモード、画質情報、フ
ァイル題目、ＨＤＤ使用現況、およびファイル情報等があり、ファイル情報には、ファイ
ル名、長さ、格納日付、画質等がある。
【００６９】
　本発明の好適な実施例について説明したが、本発明は、上述した特定の実施例に限定さ
れるものではなく、請求の範囲で請求する本発明の要旨を逸脱することなく当該発明の属
する技術分野における通常の知識を有する者であれば種々の変形実施が可能であることは
もとより、かかる変形実施は、本発明の技術的思想や展望とは別に理解されてはいけない
。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、映像記録／再生システムおよびそのディスプレー
方法に関し、より詳しくは、現在の記録媒体の使用現況をディスプレーする機能を提供す
る映像記録／再生システムおよびそのディスプレー方法に関する。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の一実施例に係る映像記録／再生システムを説明する図である。
【図２】図１の映像記録／再生装置の一実施例によるブロック図である。
【図３】図２のＨＤＤを説明するための図である。
【図４Ａ】記録媒体の使用現況がディスプレーされた画面を示す図である。
【図４Ｂ】記録媒体の使用現況がディスプレーされた画面を示す図である。
【図４Ｃ】記録媒体の使用現況がディスプレーされた画面を示す図である。
【図５】本発明による記録媒体の使用現況をディスプレーする方法を説明するためのフロ
ーチャートである。
【符号の説明】
【００７２】
１００　映像記録／再生装置
１１０　入／出力端子部
１４１、１６３　ＭＰＥＧエンコーダ
１５１　ＨＤＤ
１６０　主制御部
１６１　ＣＰＵ
１６５　ＯＳＤ部
１７１　キー入力部
３００　テレビ
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